
総ヽ務省統計局

〈全国家計構造調査〉

ピ~ m• nr .::::J 三
●記入いただいた内容についての秘密の保護には万全を期していますので、

ありのままを記入していただくようお願いいたします。

●記入が終わりましたら、もう一度内容を確かめ、別にお配りした封筒に入れて、調査員にお渡しください。

●調査票に記入もれなどがあった場合は、確認のため市区町村からおたずねすることがあります。

匹 -」 汽咽

調査票の提出方法についてご不明な点がある場合は、お手数ですが下記までご連絡をお願いします。

［ 午前；後 日（時 ）分ごろ ］ ［〈運絡先〉 ( ) l 記入にあたっての留意点

●記入には黒の鉛筆又はシャープペンシルを使用し、間違えた場合は消しゴムできれいに消してください。

ボールペンや万年筆は黒色でも使用しないでください。

●調査票第1面及び第2面ともに、金額は千円の位を四捨五入して、1万円単位で記入してください。

●該当しない項目や数値がマイナスになる項目については、「0万円」とは記入せず、窒握のままとしてください。

cm欄を除く。）
● 2019年10月末日現在の世帯の状況で記入してください。

。 毎月支給される本給、扶養手当、役付手当のほか、超過勤務手当、出来高

歩合金賞与•その他の臨時収入などを含めた勤め先からの収入総額（税込み）
を記入してください。事業経営のかたわら勤めている人の場合、その勤め先

からの収入もここに記入してください。
.................................................................................................................................................................................................................... 

〇 戸上高から、仕入高、材料費、人件費、事業税、固定資産税などの経営上の

ロ者経費を差し引いた純益を記入してください。

ロ 賃貸住宅やアパートなどからの過去1年間の家賃収入、

地代収入額などを記入してください。
............................................................................................................................................................. .. 

〇 国民年金厚生年金、共済年金及び恩給の年間受給額を記入してください。

................................................................................................................................................................................................................ .. 

ロ .IH!i_用保険からの給付（失業給付、育児休業給付など）、

見菫手当、生活保護などが該当します。

●児童手当については、世帯の受給額の合計を「①世帯主」欄に含めて記入してください。
.................................................................................................................................................................................................................... 

鱈 厚生年金基金、企業型確定拠出年金などの年間受給額を記入してください。

.................................................................................................................................................... .. 

国 固民年金基金、個人年金保険、財形年金貯蓄などの

年間受給額を記入してください。
.................................................................................................................................................... .. 

国 預貯金、株式債券、保険などから得た過去1年間の利子・配当金を記入して
ください。ただし、株式などの売却によって得た収入は含めません。

............................................................................................................................................................................ 

闘 (1)~(10)欄以外の過去1年間の収入を記入してください。
また、その収入の名称を［ ］に記入してください。

収入の種類 ① 世帯主

II 
●米、野菜、魚、卵などの自家産物や、自分の店の商品を、過去1年間に家計

で消費した分のおおよその見積額を記入してください。

●定期券などを現物で支給された場合は、その年間見積額を記入して

ください。ただし、現金で通勤手当を受け取って定期券を購入している

場合は、「(1)勤め先からの年閻収入」欄に含めて記入してください。

●年間収入には、もらい物は含めないでください。

召中凰屋囮亘固伍図閉

闘 世帯主、世帯主の配偶者以外の世帯員で、65歳未満の人は③、65歳以上の
人は④の欄にそれぞれ該当する人の年間収入額の合計を記入してください。

③・④欄には、世帯主及び世帯主の配偶者の分は含めないでください。
.................................................................................................................................................................................................................... 

鱈 単身赴任や出稼ぎなどで不在の家族からの仕送り、ほかの世帯の方からの

養育費の受け取りなどについて記入してください。

I 年問収入について
あなたの世帯の過去1年間 (2018年11月から2019年10月まで）の収入（税込み）はだいたいどれくらいになりますか。
● 収入のある各世帯員について収入の種類ごとに金額を記入してください。
● 世帯主は，名目上の世帯主ではなく，一緒に住んでいて，かつ「家計上の主たる収入を得ている人」としてください。
● 「家計上の主たる収入を得ている人」が3か月以上不在の場合は．世帯員の中から代表者を選び．世帯主としてください。
● 他の世帯員は.@. ④のそれぞれ該当する世帯員の合計を記入してください。

: ：は．言二，し：は言贔::塁戸言：二話ご芯頁貯金など一時的な収入は踪いてくださ。

I I②世帯主の配偶者 11③ 65~! 満の 世1 帯④:5歳以上

(11勤め先からの年間収入 If急）千白十一 千白十一 千白十一 千白十一

〔悶謡茎翌．腎言〗〕 *1一ーロロ回回固万円［］［］匡図万円□□巨回万円ロロロロ万円
入してください。

(21農林漁業収ぷ ―ーロロロロロ万円ロロビ］［］万円ロロロロ万円ロロロロ万円

(3)農林漁業以外の事業収入 一ーロロロロ［］万円ロロ［］口万円ロロロロ万円□口固匝］万円
※2 

(41内職などの年間収入 —ーーロ［］ロロロ万円ロロロ［］万円 □□ □ 口万円□［］［］口万円
※2 

~51家巽 ・ 地代の年間収※~-]□□田匡万円□□□口万円□□□ □ 万円ロロ［］口万円
(61 公 9\J 年金 ・ 惹給 —ーーロロロロロ万円ロロロロ万円ビ］口□ビ］万円□口互］団万円
(7)社会保降給付金（醤誓悶尉）
屁用保険からの給付金，児呈手当
生活保護など

(81企業年金受取金 —-ODロロロ万円 □□□□ 万円□□□口万円ロロロ［］万円
(91f固人年金受取金 ーーロ［］ロロ［］万円ロロロ［］万円□□ □ じ］万円□□[I]固万円
(10)利子 ・ 配士金 0ロロロロ万円ロロロロ万円ロロロ匝］万円ロロロロ万円
( 11 1その他の年間収入 —--
［名称を具体的に記入してください ］ ロロロロロ万円ロロビ］口万円ロロロロ万円ロロロロ万円
( 1 21現物消費の年間見積額 —- : : 
（自家産物・自分の店の商品） ロロロロ固万円

数字の記入例
枠からはみ出したり、小さすぎたりしないように注意し、
はっきりと記入してください。

I 翌点霊ごは孟~;:t,いて ］ 

II 1土送り金について

あなだの世帯が過去 1 年間 (2018年 11 月から2019年10~±送りを
月まで）に親族などから仕送りしてもらった額．親族などに1:t してもらった額
送りをしだ額はだいだいどれくらいになりますか。 千百十 一
言讐雲因どから仕送りをしてもらった額も (1)霞 工］直 如

(21親族などに仕送りをした額

千百十一

こに」ヒ」ヒ」万円

単身赴任や出稼ぎなどで不在の家族からの仕送りなどについては、下記

⑦ものように記入してください。

2018年10月末日以前から長期不在で、

2019年10月末日も引き続き不在の場合

「11仕送り金について」欄の「(1)親族などから仕送りをしてもらった額」欄
に、過去1年間の受取額を記入してください。

2018年11月1日以降に不在となり、

2019年10月末日も引き続き不在の場合

不在となった以降の分は、「 11仕送り金について」欄の「(1)親族などから
仕送りをしてもらった額」欄に記入します。一方、不在になる前について
は、「 1年間収入について」の「他の世帯員」欄の該当する欄〈(1)~(11)
欄〉のいずれかに記入してください。

e
o
 

不在に
なる前 不在期闊

不在になる前 不在期1111

口「 11仕送り金について」欄の「(1)親族などから仕送りをしてもらった額」欄に記入

□ 「 1 年間収入について」の該当する欄〈(1)~(11)〉のいずれかに記入

調査票の記入内容は、統計をつくるためだけに使うもので、その他の目的に使われることはありません。

※「統計法」により、調査員をはじめ調査関係者が調査により知り得た事項を他に漏らすこと、

調査票を徴税など統計をつくる目的以外に使用することは固く禁じられています。

調査の内容、調査票の記入のしかたなどに
ついてわからない点がございましたら、
調査員が訪問した際にご黄問いただくか、
右記のコールセンターにご連絡ください。

総務省統計局全国家計構造調査コールセンター

拿 0570-55-0852 受付時間：午前8時～午後10時（土•日・祝日もご利用になれます）
［おかけ間違いのないようにご注意願います。l

＊固定電話からおかけになった場合は、全国一律市内通話料金でご利用になれます。
＊携帯電話・PHS・一部のIP霜話などからは、03-6626-0960におかけください。（この場合、通常の通話料金がかかります。）


